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　トラック運送業は、車両運行と荷役などの「人」によるサービス供与のウエイトが高く、ま
た膨大な取引情報の管理が必要という特徴から、業務改善を常に求められています。特に、
運行管理や荷主向け輸送サービス（※1）の効率性やコスト問題への対応は喫緊の課題です。
　この研修では、トラック運送業が直面するこうした経営環境・課題を踏まえ、コスト・収
益体質の見直しや、自社に合った情報通信技術（IT）の活用（※2）などによる業務改善の進め
方について学んでいただくとともに、それらを自社で取り組むための計画づくりと実践の
手法について学んでいただきます。

具体的なコスト・収益体質の見
直し方を、わかりやすく学んでい
ただきます。

自社ですぐに使える「目で見え
る」業務改善手法を、少人数制で、
基礎から学んでいただきます。

・トラック運送業の現状と課題解説
・未来の物流サービスと情報通信技術
・請負運送業から顧客価値創造業への変革
・荷主コスト削減と運送収益向上の両立

・事業・業務改善の目標設定
・改善効果を評価するための重要指標の活用
・トラック運送業の効率性評価の視点と重要
　指標設定方法
・情報通信技術の活用による情報共有化

・重要指標や情報通信技術を活用した業務
　改善事例
・自社の事業・業務改善の計画立案（演習）

・社内の改善意識醸成と体制づくり
・改善を推進するための PDCAサイクル
・改善のための人材育成

自社を、荷主に提案できる会社に改善し
たいと考えている方

自社の業務改善に徹底的に取り組んでみ
たいと思っている方

・トラック運送業の原価計算の考え方

１.トラック運送業に
おける事業・業務改善
の考え方

２.トラック運送業に
おける事業・業務改善
の進め方Ⅰ

３.トラック運送業に
おける事業・業務改善
の進め方Ⅱ（演習）

４.業務改善の計画策
定と定着策（演習）

５.トラック運送業に
おける事業・業務改善
の進め方Ⅲ

・自社の業務改善計画の発表と討議（演習）

・荷主と連携した改善の推進

　熊本県出身。(財)日本システム開発研究所、(公社)日本ロ

ジスティクスシステム協会 JILS総合研究所にて物流分野

の調査研究・コンサルティングに従事。荷主および物流事

業者に対する物流コスト管理導入の支援、物流KPIの導入支

援や国・地方自治体の調査研究を実施。日本物流学会会員、

運行管理者（貨物）、城西大学 非常勤講師。

【後援：公益社団法人福岡県トラック協会・公益社団法人佐賀県トラック協会・公益社団法人長崎県トラック協会・公益社団法人熊本県トラック協会・
　　　 公益社団法人大分県トラック協会・一般社団法人宮崎県トラック協会・公益社団法人鹿児島県トラック協会・公益社団法人沖縄県トラック協会】

※1）例：受取・配達時間指定サービス　※2）例：配車・運行管理、求荷求車

合同会社サプライチェーン・ロジスティクス研究所

代表社員　久保田 精一（くぼた せいいち）

１７１６１０ 〜．
２１２０１１ 〜．

企業経営 ・経営戦略コース

～利益を産み出す業務改革・トラック運送業～
荷主に選ばれる会社となるための、業務改善の進め方

～利益を産み出す業務改革・トラック運送業～
荷主に選ばれる会社となるための、業務改善の進め方

募集案内

講師紹介

平成２９年
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月　日 時　間 科　目 内　　容

月 火

月 火

計
４
日
間

事業・業務改善計画の検討及び策定  ～自社の経営・輸送サービスの棚卸し～ ～自社の経営・輸送サービスの棚卸し～




